
前回に引き続き、来賓の皆

様からいただいた感想を紹介

いたします。

⑤去年に引き続きすばらしい

子供達の発表会を拝見させて

頂きまして誠にありがとうご

ざいました。子供達もさるこ

とながら、先生方の日々のご

苦労もさぞかし大変なことか

と思います。小職は家族を日

本に残してきていることから、

なおさらに子供達が一生懸命

取り組んでいる姿を見ると、

自分の子供達の小さいころの

様子と重なったり、同じよう

に日本の学校でいろいろ活動

しているものの、自分として

はその様子をみてやることが

できないという気持ちで思わ

ず目頭が熱くなってきてしま

うのは、すっかり歳のせいな

のかもしれません。

自分の子供の様子は見れな

い代わりに、他のお子さん達

の様子を拝見して、心が新た

に洗われる気持ちになれただ

けでも幸いです。

⑥出来れば最後まで見学させ

て頂きたかったのですが、残

念ながら途中退席する事とな

り失礼を致しました。少ない

見学時間の中でも、生徒の皆

さんが精一杯に成果を発表す

る姿はこちらにも伝わって参

りました。

生徒数３０人を超えるほど

の規模となり、今後、益々ドー

ハ日本人学校が発展していく

ことをお祈りしております。

⑦学習発表会では、児童・生

徒の素晴らしい学習の成果を

見ることができ、素直に感動

しました。

昨年よりも、一段とレベル

アップした内容の数々と、児

童・生徒の成長ぶりには驚き

とともに感心しきりです。ま

た、司会進行や、プログラム

毎の小道具、机椅子の出し入

れを児童・生徒が協力してス

ムーズに行なっていること、

さらには、上級生が下級生に

的確に指示を出したり、「座っ

て」「静かに」と注意・指導

するなど、学校全体がひとつ

にまとまっている、自分の立

場や周りの状況が見えている、

そのような児童生徒が育って

いることが実感できました。

これも、ひとえに先生・講

師の皆様の教育に対する情熱

の結晶であると感じ入りまし

た。ありがとうございます。

今後のドーハ日本人学校の

行事も楽しみにしています。

子ども達の活躍が保護者の

皆様はもちろん、日本人会の

方々にも楽しんでいただける、

そんな学校にできたら素晴ら

しいと思います。そのための

努力を続けることで、きっと

子ども達の｢確かな力｣を育て

ることになると信じています。
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合奏｢コンドルは飛んでいく｣

みんな自分の役割を果たしました 全校児童・生徒で元気良く歌った「どんなときも」



先週から中間休みを利用し

て、校舎の周りをみんなで走っ

ています。やっと戸外で活動

できる季節になりましたが、

それでも走り終えると汗が噴

き出してくるほどです。

体育の時間に取り組んでい

る｢水泳｣は、全身運動で心肺

機能を高める上でも大変効果

的なものです。しかし、陸上

の運動とは大きな違いがあり

ます。長い距離を泳ぎ続ける

力がつけば、同じように走り

続けることができるかという

とそうではないのです。

絶対的な運動量が不足して

しまうこの国の生活で、子ど

も達の健康・体力を考えたと

きに、最も気にかかるのが持

久力です。なぜなら、持久力

はある程度の負荷をかけた運

動を、継続して行わなければ

身につけることができないか

らです。調整力や敏捷性といっ

た力は、いろいろな方法で補

うことができます。先日の学

習発表会で１・２年生が披露

したように、縄跳びやマット・

鉄棒等に親しむことで、基礎

的な力はそれぞれ身につけて

きているように思いました。

持久力を鍛えることができ

る期間は、この国ではこれか

らの本当にわずかな期間しか

ありません。だからこそ、わ

ずかな時間であっても大切に

したいものだと思います。

子ども達は２時間目が終わ

ると同時に、外へ飛び出して

いきます。そして一生懸命走っ

ています。まだ始めたばかり

ですが、こうして外を走るこ

とができる限り、しっかり取

り組んでほしいと思います。

特に高学年や中学部の生徒

には頑張ってほしいと思いま

す。日本の学校であれば、対

外的な競技会参加のための練

習が行われたり、毎日部活動

でへとへとになるまで練習を

したりするなど日常的に繰り

返されています。それをした

くてもできない国で生活して

いるということを自覚し、自

身の体力的・精神的持久力を

高めていくために、本気で取

り組んでほしいと思います。

人との競争ではなく「自分

に負けない」という気持ちで

走り続けることができれば、

自分にとってプラスになる大

きな力を身につけることがで

きるのではないかと思います。
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自分に負けない自分にするために

みんなが「１周でも多く走ろう！」と頑張っています

海外子女教育振興財団の教材

整備事業により、児童生徒用の

机・イスが１７セットと、大型

の定規セットが届きました。ど

ちらも不足していたものなので

大変助かります。

また、理想教育財団の海外支

援事業として、子ども達のため

に４５冊の図書があわせて送ら

れてきました。

どちらも学校として本当に有

り難い贈り物です。大切に、そ

して有効に使わせていただきた

いと思います。

「机・イス」と「図書」
が送られてきました

届いた「机・イス」と「図書」



読書についてたびたび触れ

ていますが、「うちどく」と

いう言葉があり、最近大きく

広まっているということを私

は初めて知りました。たまた

ま読んでいた冊子の中で見つ

けた言葉ですが、日本は今年

「国民読書年」だったという

ことともあわせ、ずいぶん国

内の情報に疎くなっていると

いうことを改めて感じました。

「うちどく」は「家読」と書

きます。読書推進のための様々

な活動が行われる中、大きな

注目を集めているものだそう

です。

授業が始まる前の時間を利

用して、学校で好きな本に向

かうというのが「朝読書」、

いわゆる「あさどく」です。

それに対して家で行う読書を

「うちどく(家読)」と言って、

積極的に取り組む家庭が増え

ているということです。

特別なやり方があるわけで

はないようですが、家族で同

じ本を読んだり、読んだ本の

ことを話題にしたりするなど、

いろいろと工夫を凝らして取

り組まれているようです。

インターネットで「うちど

く」を検索すると、様々な情

報がすぐに見つかります。お

薦めの本が紹介されていたり、

ダウンロードして利用できる

「うちどくノート」があった

りします。

こうした情報の中で、「ノー

テレビ・ノーゲームの日を設

けて家読をしよう。」という

部分がありました。私がこの

国に来るまでは、勤めていた

学校でも子どもを通わせてい

た学校でも、この「ノーテレ

ビ・ノーゲーム」の取り組み

をしていました。この国では

ほとんどテレビを見ていない

ので、すっかり忘れていまし

たが、戸外での遊びが自由に

できない国なので、ゲームや

パソコンなどのメディア漬け

になっていることは考えられ

るのではないかと思います。

全国学力テストの結果から、

分析的読解にテレビやゲーム

が悪影響を与えるということ

が分かっています。そういう

時間を少しでも読書に向ける

ことができれば、こんな素晴

らしいことはないと思います。

「うちどく」によって家族の

コミュニケーションが深まっ

たという実践例が、いくつも

報告されています。家で本を

読むということは、考えてみ

れば特別なことではありませ

ん。しかし、そこにちょっと

したアイデアを取り入れたり、

工夫を凝らしたりすることに

よって、ずいぶん意味のある

ものにしていけるのではない

かと思います。

皆さんも「うちどく(家読)」

を始めてみませんか。

第１０７号 校長室便り 平成２２年１２月１４日

校長室便り
（文 責）

ドーハ
日本人学校

校長
酢谷昌義

徐々に充実していく図書室

学校での「朝読書」はすっかり定着しています

今日から中学部は期末テスト

です。中間テストに比べ教科数

は多いですが、十分な準備をし

て、全力で取り組んでほしいと

思います。

結果の善し悪しはもちろん気

になるでしょうが、自分の力を

確かにするために、テストの後

にも復習をしっかりとやってい

くことが大切だと思います。

「２学期 期末テスト｣
中学部頑張れ!

一斉に取り組む「保健体育」



先週木曜日の体育は、アス

パイヤで５０ｍ走とボール投

げの測定を行いました。日本

では通常第１学期のうちに行

う体力テストの種目になって

いますが、カタールではこの

時期でなければできないので、

ようやく測定できたという思

いでした。

私が気にしているのはボー

ル投げです。

昭和６０年と平成２０年の

調査で、小学校高学年のソフ

トボール投げ全国平均の記録

を見ると、

○昭和６０年→平成２０年

・(小男子) 29.94ｍ→25.40ｍ

・(小女子) 17.60ｍ→14.60ｍ

以上の結果が出ています。

男子で4.54ｍ、女子で2.74

ｍも平均値が落ちているので

す。反復横跳び以外の種目で

は、男女とも５０％以上の児

童が昭和６０年度の平均値を

下回っているのです。なかで

もこのソフトボール投げは記

録の落ち込み方が大きく、男

子の６９％・女子の７２％が

平均値を下回っているのです。

こうなった原因はいろいろ

考えられるでしょうが、日常

の子ども達の生活の変化、特

に遊びの変化が大きいのでは

ないかと私は考えています。

遊びを通して、様々な運動経

験を積み、その結果が体力テ

ストの数値に表れていたので

はないかと思うのです。

ボールを投げる運動は、手

を振るという動きだけが問題

なのではありません。ボール

を遠くにとばすには手と足が

うまく連携した動作が必要で

あり、全身の調整力が求めら

れます。そのため、他の種目

に比べて記録の落ち込みも大

きいのだと思います。

幸いにも、ドーハ日本人学

校では「ドッジボール・サッ

カー」が盛んに行われるよう

になってきました。今みんな

が最も熱中している遊びかも

しれません。児童生徒数が少

ないときには、どちらも全く

行われていませんでした。遊

びも多様化し、いろいろな遊

びに取り組むことで、違った

種類の運動経験を積むことに

なり、子ども達にとって大変

望ましい形になってきている

ように思います。

投運動は、自分で自分の伸

びを把握することが容易です。

遠くに投げられるようになっ

た、速く投げられるようになっ

た、ねらったところに投げら

れるようになったと、少しで

も自分の力を高めっていって

ほしいと思います。
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走ることは全ての運動の基礎

調整力を高める器械運動

ソフトボール投げの記録

小学部低学年〔１・２年生〕

４．００ｍ ９．４５ｍ

１１．６０ｍ ８．００ｍ

４．８５ｍ ９．５５ｍ

６．００ｍ ５．６５ｍ

５．８８ｍ ５．８０ｍ

８．６０ｍ ７．００ｍ

７．７５ｍ

中学年〔３・４年生〕

１５．８０ｍ １３．２５ｍ

７．００ｍ ２１．６０ｍ

５．３０ｍ １５．２０ｍ

９．７５ｍ

高学年〔５・６年生〕

１９．９５ｍ １３．３０ｍ

２９．８７ｍ ２８．５５ｍ

中学部（ドッジボール投げ）

２０．２５ｍ １５．００ｍ

２１．２０ｍ １８．０５ｍ

２０．５５ｍ １７．７０ｍ

※中学部は「ハンドボール投げ」

が正式な種目です。今回は参考

記録とし、次回からはハンドボー

ル投げをしたいと思います。みんなでボールを追いかけます


